



















1900年前後から 1910年代末までの約 20年間，Sociology の訳語である社会学の名
称の日本から中国への伝播，日本の社会学書の中国語訳書の刊行，日本への留学生お



































































































































































表 2の 1 日本の社会学著作の中国語訳







































































































のことである。その年はわずかに 13人であったのが，しだいにふえて 1899年には 200人を
こえる。西太后新政では学堂制度の確立はもっとも重要な看板のひとつだったが，いうまでも
なく教師が決定的に不足していた。応急の策として留学が，それも日本への留学が推進され















































































































（The Chinese Journal of Sociology, CJS と略す），および 1929年創刊の東南社会学会編（1930年







学在科学上的地位」（SJ, vol. 1, no. 1, 1929），「｛書評｝社会学 ABC（孫本文）」（SJ, vol. 1, no. 1,
1929），「社会学体系論」（SJ, vol. 1, no. 2, 1929），「孔徳｛コント｝的生平及其学説」（SJ, vol. 1,
no. 3, 1930），「｛書評｝許徳的社会学方法論」（SJ, vol. 1, no. 4, 1930），「｛書評｝崔載陽的近世
六大家社会学」（SJ, vol. 2, no. 1, 1930），「｛書評林恵祥編｝台湾番族之原始生活」（SJ, vol. 2, no.
3, 1930），「｛書評浅野研眞著｝社会現象的宗教」（SJ, vol. 2, no. 3, 1930），「｛書評｝川辺喜三郎
的社会学原論」（SJ, vol. 2, no. 4, 1931），「｛書評｝川辺喜三郎的社会学概説」（SJ, vol. 2, no. 4,
1931），「｛翻訳｝霍布浩斯｛Leonard Hobhouse｝的社会学説」｛松本潤一郎著『現代社会学説
研究』（1928年）からの訳｝（SJ, vol. 2, no. 1, 1930），「奢侈生活之社会学的観察」（SJ, vol. 2,
no. 4, 1931）。
表 2の 2 日本に留学した中国各大学社会学教授（1947年 12月現在）












































5．劉「美国社会学雑誌 5月号要目介紹」（SJ, vol. 1, no. 2, 1929），「美国社会学雑誌 7月号
要目介紹」（SJ, vol. 1, no. 2, 1929），「外国社会学雑誌要目介紹」（SJ, vol. 2, no. 1, 1930），「美国
社会学雑誌最近要目介紹」（SJ, vol. 2, no. 1, 1930），「社会学之対象及其範囲」（SJ, vol. 2, no. 4,
1931），「｛書評｝爾幹｛デュルケム｝的社会学方法論」（SJ, vol. 2, no. 4, 1931），「美国各種社
会学雑誌内容介紹」（SJ, vol. 2, no. 4, 1931），「齊穆爾（G.Simmel）之社会学学説及其批評」
（SJ, vol. 3, no. 3, 1933），「｛書評｝亜貝爾｛アベル｝的徳国系統社会学」（SJ, vol. 3, no. 3,
1933），「｛書評｝顔復礼・高承祖編的広西凌雲人調査報告」（SJ, vol. 3, no. 3, 1933），「｛書評｝
楊成志著雲南民族調査報告」（SJ, vol. 3, no. 3, 1933），「｛雑誌紹介｝社会的勢力｛vol. 10, no. 1,




























催した。しかし，その後は日中戦争のために年次大会は 1937年 1月から 1943年 2月まで 6
年間中断し，第 7回大会は 1943年 2月になって開催された。しかも，重慶，成都，昆明の 3
ヵ所での同時開催という変則的な形であった（26）。この学会が発行していた 1929年創刊の学
術誌も第 1巻 1期から第 5巻 2期まで刊行されたが，やはり日中戦争のために停刊に追い込
まれた（1948年 1月，第 6巻合巻として復刊されたが，それが最後になった（27） 。また，1927
年創刊の燕京大学社会学会発行の『社会学界』も，1938年 6月刊行の 10巻で停刊に追い込
まれたのである。





















1908年 上海聖約翰大学（St. John’s University）に最初に社会学課程が設置される。アメリカ人 Arthur
Monn（孟）が講義を担当する。
1913年 上海滬江大学（Shanghai College）に最初に社会学部（社会学系）が設置される。アメリカの
ブラウン大学（勃朗大学）から派遣された教師 J. A. Dealey, Daniel Harrison Kulp II, H. S. Buck-




1915年 陶孟和と梁寧皋が共著で，Village and Town Life in China（『中国農村 都市生活』）を出
版。これは中国人自身による社会学の著作の最初のものである。これは，英文で発表され，ロンドン
経済政治学院の経済政治叢書『社会学専刊』の第 4種である。











1921年 1918～9年，アメリカの Sydney D. Gamble（甘溥）と燕京大学の John Stewart Burgess（歩
済時）が，アメリカの春田社会調査に準拠して，北京で社会調査を展開した。1921年，アメリカで














1925年 上海滬江大学教授 Daniel H. Kulp II（鐚学博）が，学生を指導し，広東潮州風凰村を調査し，
1925年，アメリカで Country Life in South China（『華南農村生活』）を出版。これは農村調査の










1927年 1～2月。毛沢東が湖南長沙，醴陵，湘潭，衡山，湘郷の 5県で農民運動の状況について 32日
間調査を行ない，農民運動の発展のために輝かしい『湖南農民運動考察報告』を書く。これは堅実な
理論的基礎を固めたものである。









1930年 1922年から，金陵大学アメリカ籍教授 J. L. Buck（ト凱）が学生を指導して行なった中国農村

























1933年 陳翰笙が英文の The Present Agrarian Problem in China（『現今中国之土地問題』）を出版。
これは陳がマルクス主義を指導として農村調査を行なった代表作である。
1934年 陳達が『人口問題』（商務印書館版）を出版。陳は解放前の中国の人口研究の最も著名な権威で
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盻 孫本文の「中国各大学社会学教授姓氏録」によれば，1947年 12月当時，中国の各大学の総計 145
名の講師以上のうち，アメリカ留学は 74名，フランス留学は 11名，日本留学は 10名，イギリス






眄 横山寧夫，1981年，『増補 社会学史概説』（増補 4版），慶応通信，281ページ。横山は「『社会










































してこの陸路徒歩コースに加わっている。1938年 2月 19日長沙を出発し，全行程 1663キロを 68
日要して 4月 28日昆明にたどり着いている。国立長沙臨時大学はこうして 1938年 4月に雲南に
移り，“西南連合大学”と改称し，1938年 5月 4日正式に開校した。しかし開校当初は，校舎が十
分ではなく，理学院，工学院を昆明に，文学院，法商学院を暫時，雲南の東南部にある蒙自に置き
（1学期後昆明に移る），1938年 8月には師範学院を増設した。全校で 5院 26系，2つの専修科な
どがあった。聞一多，，馮友蘭，朱自清，華羅庚などの著名な教授が教鞭をとり，民主気運が
盛んで愛国思想を広めた。1940年 10月 13日には昆明も日本軍に空襲され，1941年 1月には，抗
























社会学部論集 第 40号（2005年 3月）
―１７３―
